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認定NPO法人持続可能な開発のための教育の10年推進会議 
重 政子 

  ESDの10年・地球市民会議2012 
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ESDに取り組む、NGO、教育関連機関、自治体、企業、 
メディアなどの組織と個人がつながったネットワーク型NGO 

「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議 （ESD-J） 

ESDを推進する民間ネットワーク組織＝ 

構成 

団体会員１００団体以上、個人会員３００名以上(2012年4月現在） 

◆地域ネットワークづくり 

◆政策提言 

◆研修および普及啓発 

◆情報発信 

◆国際ネットワークの推進 

活動内容 

発足  2003年6月 
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ESD-Jの活動 

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014・・・・・・ 

つなぐ仕組みの具現化 

 

２０１４年目標達成 

２０１５以降の 

ESD推進構想づくり 
 

 

ESDの実践モデル 

づくり 

2003 2004 2005 

ESD推進の基盤 

つくり 

DESD中間年 

生物多様性条約COP10 

新学習指導要領スタート 

ESD推進の仕組み 

づくり 

ESD支援のツール 

開発 

リオ＋20 
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ESD-Jの活動の成果 （第１期：2003-2005） 

・ESDの情報インフラ
を整備 

・ニュースレター発行 

・省庁連絡会議の設置 

・日本における実施計画    
の策定 

ADVOCACY 

NETWORK 

INFORMATION 

・地域ミーティング30箇所で 

 開催 

ESDの１０年キックオフミーティング 

  地域ミーティング 

各種勉強会 ESDの情報基盤整備と発信 

ESD推進の基盤つくり 
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ESDの概念をワークショップで整理 

環境教育千刈ミーティング、ESD-J地域ミーティングなど 

 

・持続可能な社会の   
担い手としての「価値観」 
・社会に参画する 

・社会を変革するための     
「力」 
・価値観と力を育む 

 「学びの方法」 
    

ESD-Jパンフレット、ESDの10年国内実施計画等に反映 

テーマを超えたつながり 
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ESDにはパートナーシップが不可欠 

            立場を超えたつながり 
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ESDの10年円卓会議の設置 

ESD-J×ESD推進議員連盟 

ESD-Jの提言： 
ESDを推進する国レベルの体制作りを！ 

 

①関係省庁が参画するESD推進本部の設置 

 

②官民が協力してESD推進の在り方を検討し 

  実施する「円卓会議」と協働推進体制の発足 
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ESD-Jの活動の成果 （第２期：2006-2008） 

 ・円卓会議開催、議員連盟の設立       

 ・学習指導要領への働きかけ 

 ・ESD実践モデルの支援と分析 

ADVOCACY 

NETWORK 

・地域ブロックミーティング開催 

・シナリオワークショップ 

・ESDのテキストブック発行 

INFORMATION 

・アジアのESD事例収集・分析 

INTERNATIONAL 

ESDの実践モデルづくり 

ESDの実践モデル 

AGEPP：アジアの事例収集 

ESD推進議連設立 ESDシナリオＷＳ ESDテキストブック 

http://www.agepp.net/images/pict/10/l/107.jpg?20111210075144','photo','resizable=yes,scrollbars=yes,width=839,height=569
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ESDモデル事業 ➜ ＋EＳＤプロジェクト 

ESD-J×環境省 

ESD推進の課題 
 

①ESDはわかりにくい、説明が難しい 

  概念とセットで、具体的な実践事例を見せる 

  わかりやすいモデルをつくる 

  

②スーパーモデルは参考にならない 

  工夫のポイントをわかりやすく伝える 

  実践者の学びあいの場をつくる 

       

   

 モデルづくり／見える化とつながる化 
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ESD-Jの活動の成果 （第３期：2009-2011） 

・ESDコーディネーターの育成方針作成 

・国際協力におけるSD、ESD実現のための提言作成 

・CBD/COP10を通したNGOとの連携 

・＋ESDプロジェクトによる見える化、つながる化促進 

・教育委員会との協働による教員研修、コーディネーター研修 

・震災、生物多様性をテーマとしたテキストブック発行 

INFORMATION／TRAINING 

・アジアESDネットワークによる提言活動（G8、CBD/COP10、
Rio+20） 

INTERNATIONAL 

ESD推進の仕組みづくり 

ESD支援のツール開発 

・ 

ADVOCACY 

NETWORK 
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ESD-Jのこれから（第4期） 

2006 ～2008 2009 ～ 2011 2012～２０１４ 

★ESD推進の 

構想づくりを 

★つなぐ仕組み 

   づくり 
 

ESDの実践モデル 

づくり 

2003 ～2005 

ESD推進の基盤 

つくり 

 「2014年達成目標と達成に向けた活動方針」  

  ・ESD推進のノウハウ集積、情報および経験の共有 

  ・研修等による人づくり 

  ・地域の（ESD）コーディネーターの発掘・養成・ネットワーク形成 

  ・学校教育におけるESDの強化に向けた政策提言 

  ・＋ESDプロジェクト などによる可視化・つながる化の推進 

  ・オールジャパンで取り組むESD推進構想の提案 

ESD推進の仕組みづくり 

ESD支援のツール開発 
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ESDコーディネーター育成
とネットワーク化 

ESDに関する情報集積と 

シンクタンク機能 

2014年以降もESDを推進する仕組み 

オールジャパンで取り組むESD推進構想 

教材開発 

学校のESD支援 

+ESDプロジェクト 

 

国際ネットワーク 

オールジャパン 

 

 

オールジャパン 
で 


